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大島衣恵
能楽ンテ方喜多流能楽師。

公益社団法人能楽協会会

員。東京芸術大学音楽学

部邦楽科卒業。祖父・久見、

父・政允供 に能楽喜多醐 分、

国指定重要無形文化財保持者)

に師事 し、2歳で「鞍馬天

狗Jの稚児にて初舞台。広

島県福 山市の喜多流大島

能楽堂を中心に各地での

演能、能楽普及活動に努め

ている。エリザベト音楽大

学非常勤講師など学校で

の能楽指導、海外公演へも

多数参加している。

横山幸彦
能楽小鼓方幸流能楽師。

公益社団法人能楽協会会

員。重要無形文化財総合

指定保持者。1968年 広島

市中区生まれ。能楽幸流

小鼓方の父、横山晴明師に

師事。1994年「道成寺J、

2000年「狸 舌々しJ「卒都婆

小町」を披く。フランス公演

など国内外で活躍。広島

市佐伯区在住。
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フォー ム から申し込む

右のQRコ ードまたはURLか らアクセス

してください。

はがきで中し込む

参カロされる方のお名前。ご住所・電話番号

を記載し、松江喜多会までお送りください.

中込み多数となった場合には、参力睦 締め切らせ

ていただくことがあり■す.お は`やめにお申し込み

ください。

第I部 の入場■「は当日受刊でお支払いください。
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お問い合わせ

松江喜多会
T690-8504

島根県松江市西川津町1060

島根大学能業部喜多会気付

Omatsuck■ akai@gmal corn
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